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長岡技術科学大学 電気電子情報工学分野

オープンハウス（体験学習）
全国の高等専門学校の学生を対象に、本学の施設・設備を利用して本学教員の指導のもとに実験や実習を体験する
オープンハウスを実施しています。下記の表は、電気電子情報工学分野で実施したオープンハウスのテーマの一例です。

自己の専門分野（メジャー）に加えて、他分野（マイナー）科目を履修し、決められた要件を満たした場合にメジャー・マイナー
コースの修了が認定されます。マイナーとして学ぶ学生のために、各分野の基礎から応用まで科目が準備されており、各自
の基礎知識と特に学びたい内容に応じて科目を選択することができます。所定の単位を修得すると、修了したマイナー分野
が記載された卒業証明書が発行されます。詳しくは本学のホームページ等をご参照ください。

メジャー・マイナーコース

従来の工学分野に軸足を置きつつ、未踏分野や融合領域に果敢にチャレンジできる人材を育成するために、技術革新フロ
ンティアコースが新設されました。このコースでは各自の専門分野（例えば電気電子情報工学分野）に所属したうえで、通常
のメジャー・マイナーコースより広い分野からマイナー科目を選ぶことができ、融合分野の基礎を身につけられます。また、こ
のコース生を対象としたリベラルアーツ教育により、STEAM人材に必要な素養も身につけられます。通常の学生より早期
に研究室に配属され、より実践的な研究開発が行えます。詳しくは本学のホームページ等をご参照ください。

技術革新フロンティアコース

オ ー プ ン ハ ウ ス 研 修 テ ー マ

●液晶ディスプレイデバイスの作製と評価
●溶液塗布による透明太陽電池の作製 
●ロボットアクチュエータの制御を実践！ 
●目に見えない光を操る
●身近な数学の不思議～工学への応用を体験しよう！～
●シミュレーションで見る原子や電子の世界
●作って学ぶテラヘルツメタマテリアル 
●小型レールガンを作ってみよう！ 
●身近な省エネルギー技術「パワーエレクトロニクス」を体験！
●空中に浮かぶ映像を創って操ろう 
●体感！！プラズマ 
●音を自在に操ろう！ オーディオ処理システムの試作と評価
●偏光回折素子が映し出す空中映像 
●太陽光発電のパワーコンディショナの働きを理解しよう！
●脳の信号を用いたロボットアーム制御 
●最新バイオフォトニクス：見えないものを見る技術
●カオスを知ろう ─ 電圧変換回路のカオス ─
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電子デバイス・
光波制御工学領域
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本領域では次世代を担う電子工学の基礎から応用まで幅広く習得することを目指しています。
I T時代の情報通信機器には半導体やレーザー・光スイッチ等の先端デバイスが用いられています。
本領域では先端デバイスの研究に携わる情熱あふれた教員の指導のもと、
一流の技術者・研究者を社会に送り出すべく教育が行われています。

Webサイト
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液晶ディスプレイ"印刷"装置
まるでプリンターで印刷するかのような方法で液
晶ディスプレイや太陽電池を作製する世界最新の
装置です。真空環境や高温プロセスが必要ない
「環境に優しい技術」の確立に挑戦しています。

大面積偏光フレネルレンズと空中映像
偏光状態に応じてレンズの集光機能と拡散機能を切り
替えられる特殊レンズを開発しています。応用事例とし
て、偏光回折に基づく高効率な空中映像の表示システ
ムへ展開しています。

極低温磁気特性測定装置
次世代型の1インチ平方あたり2テラビットを超
えるようなハードディスク材料や、高温超伝導
体などの開発において、絶対零度付近の極低
温での磁気特性の計測は必要不可欠です。本
装置は、5テスラの超伝導マグネットとSQUID
素子を組み合わせることで、地磁気の1億分の
1以下の微弱な磁場を計測できる装置です。

▶液晶デバイス研究室
▶電子セラミックス研究室
▶光エネルギーデバイス研究室
▶応用波動光学研究室
▶電磁波制御デバイス研究室

▶光物性工学研究室
▶ナノエレクトロニクス研究室
▶メタマテリアル研究室
▶計算材料科学研究室

レーザーを用いた光学実験の様子

結晶構造探索と
第一原理電子状態計算
組成の情報から安定構造を予測する結
晶構造探索手法を開発しています。ま
た、その応用として第一原理電子状態計
算を用いて半導体やリチウムイオン電池
などの材料設計を進めています。

偏光走査型偏光撮像装置と偏光撮像の実施例
被写体の偏光空間分布をイメージングする独自の装置を開発しています。
偏光画像には通常のカメラで撮影される色と明るさの画像からは見えない
情報が多く含まれています。これからの時代における各種遠隔技術の普及
に必要な情報革新の目としての社会実装を目指しています。

この写真に示されている装置は容器内
（すなわち、チャンバー）を真空状態とし
200℃から－193℃まで温度制御できる
ものです。チャンバー内に備わっている
針を太陽電池などのデバイスの電極部に
あてた状態で別の電気的測定装置と組み
合わせることにより温度に対する電気的
な特性の変化を観測することができます。

マイナス193℃から200℃まで
温度制御可能な
真空マイクロチャンバー

発光材料
様々な化合物中に希土類元素を添加
すると非常に強い発光を示します。これ
らは、白色LEDやプラズマディスプレイ
パネル等の照明・表示素子に広く活用
されています。より高性能な発光材料
（蛍光体）および照明・表示素子を作
製するための研究を進めています。

� � � � � � � � � 
 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
� � � � � � � � 
 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �



情報通信制御
工学領域
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本領域は、コンピュータとネットワーク、すなわち情報と通信に関する高度な技術を
幅広く習得することを目指しています。
ビッグデータやA I（人工知能）を活用した情報通信技術が急激に進展しているなかで本領域では、
広い視野を持って新しい情報通信社会の発展に貢献できる技術者・研究者を輩出すべく、
様々な分野の第一線で活躍する教員による教育と指導を行っています。

Webサイト

▶画像・メディア工学研究室
▶非線形システム工学研究室
▶信号処理応用研究室
▶システム制御工学研究室

▶脳情報工学研究室
▶画像計測システム工学研究室
▶データシーケンス構造研究室
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計算論的神経科学に基づいた脳情報を使ったロボット制御・ヒューマンインターフェイス技術の開発

脳内情報処理の理解から
Brain-Computer- Interfaceへ

非侵襲による脳活動信号を利用してロボットを
自由に制御するための要素技術の研究・開発

無響室での音響実験 「無響室」は壁全面がグラスウールで囲まれた特殊な部屋です。外部から
の音は遮断し、内部の音は反射をしません。無響室などを利用して、音の
方向知覚や立体音響再生などの実験・研究をしています。

人間の脳活動データを用いたBrain-Computer Interface

複雑系を利用した人工知能の開発
図はカオスと呼ばれる未来予測が不可能でランダムな振動現象を確率
要素を含まない電子回路で実現したもの。理論的に導出される解軌跡
と良く一致していることが分かる。この複雑なカオス現象を利用したリザ
バーコンピューティングによって時系列予測などを行う新しい人工知能
の開発を行っています。

光と超音波を利用した
生体内部イメージング装置
医療で広く用いられている超音波診断技術と，光計測技術
とを融合した原理により，病変の早期診断を可能にする光
音響技術に関する実験装置です。計測装置，画像再構成法
及び画像分析法等の技術に関する研究を幅広く実施すると
ともに，医学生物系との共同研究を推進することで，医学生
物学分野における実応用を指向した研究を進めています。
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